
熟練助産師が分娩期に介入する助産ケアの
プロセス

研究テーマ

熟練助産師が分娩期に介入する助産ケアのプロセスの特徴
について検証します。

概要

少子化や第１子出産時の平均年齢の上昇、合併症妊娠の
増加により、安全で満足できる妊娠出産環境を求める社会
のニーズが高まる中、産科医師不足により助産師の専門性
の発揮と実践能力の向上は一層求められています。分娩期
は人生のうちで最もダイナミックで目に見える変化を伴う
時期であり、この時期の助産師の介入は、産婦や胎児のそ
の後に大きな影響を及ぼします。
熟練助産師がどのように産婦をとらえ、経時的に変化す
る状況を把握し、必要な助産ケアをタイミングよく介入し
ているのか、明らかにしています。

具体的な内容
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